大都市地震防災を考える : 防災教育の視点から (統計数理研究所 研究活動 (公開講演会要旨)) by 水野 欽司 & Kinji Mizuno














































































































関 心  災害への関心，防災訓練に参加など
知識 災害の発生国，被災の状況，危機回避の基礎知識など
知恵 状況判断力，可変的な応用力だと
態 度  沈着，勇気，自助努力（身を守る），減災努力，援助行動だと
価値 人命尊重，互助の精神






































































































   150）．各単位の記述内容を分類（数字は該当センテンス数）
①教材全般への感想……………・・・…一……・……・……・………・・・・・…………・……（18）
   （例．いろいろ勉強になった，どうすればよいかわかった）など
②地震の怖さに対する驚き……………・・・…一………・・・・・…一…………・…・……（23）
   （例．地震はすごいたと思う，地震は来て欲しくない）など
③大火事の心配を述べたもの………・一一・………一……・・…一…………・・…（16）
   （例．地震の後の火事の怖さ，焼死のこと）など
④学校での訓練に関連して
   今までの訓練への反省……・・……一・・……………………・・・…．一……………（10）
   （例．真面目にやらたければいけないと思う）だと
  訓練したこと・教えられたことを具体的に回想する……………・・・…………（11）
  新たた準備の必要を述べたもの………：……………………一・・……………・・（7）
   （例．怪我をした人の手当法を知らなければいけたい）など
⑤主人公（ボク）と自分の行動比較
   自分たら，こうする………………・・……………………………………………・（5）
   自分たらどうしたらよいか，わからない……………・…・・一一…………・…（9）
⑥本当に地震が来たとして
   どうしたらよいか考えた，など…………・…・・……一・…………・……………（6）
   家族と会えたいことの心配・…・………・・・・…………一……・・…………………（4）
   自分の家の被害を想像するもの……・…・一・………………………………一・（6）
⑦“いつ地震がくるか，わからたい”を強調したもの………………・……一…（15）
   （字幕『地震は今すぐ起きるかもしれません』に影響された反応とみられる）
⑧ そ の 他
  地震のたい国へ行きたい，ぼくたちは幸せ地震は怖いと知っている，だと．
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グループ1   グループ2
視聴前











視 聴 前 視 職後
あたたは，大地震がきたとき， （グループ1） （グループ2）
つぎのことができますか． 必 ず  たぶん 必 ず  たぶん
できる できる できる  できる
①あわてたり，ないたり，ぼんやりしたい 50％   46％ 28％   61％
②ひとりきりでも家まで帰れる 65    23 33    39
③ひとりでもきめられた避難場所にいける 31    42 33    39
④家族とはぐれても，れんらくをとれる 23    27 0    39
⑤ひとりでも何とか生きのびられる 8    39 0    28
（心配）
大地震で心配なことは，なんですか．いくつでも 視 聴 前 視 聴 後
あてはまる数字をOでかこんでください． （グループ2） （グループ1）
① 自分の家が倒れたり，こわれたりする 72％ 81％
② 自分の家が火事にたる 61 92
③ 道が通れたくなる 67 54
④ 家族の人とはぐれる 83 92
⑤ 自分や家族の人がけがをしたり死んだりする 83 96
⑥ ニュースやお知らせが，わからたくたる 22 39
⑦ 食べものや水が足りたくなる 83 92
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表4．映像の印象：いまの映画（ビデオ）全体をみて，どうおもいますか？
   つぎの質問のひとつひとつに，あたたの気もちと同じのときは，○
   を，ちがうときは，×を，（）の中にかいてください．
                         回答（％）
○ ×
1） みていて胸がドキドキした 64 36
2） 映画の中の子どもがかわいそうだった 68 32
3） あまり，こわくなかった 32 68
4） 家の人に，ぜひみせたいとおもった 75 25
5） ウソの地震で，こんたことはたいとおもう 34 66
6） とても，こわかった 59 41
7） とても，．ためになった 89 11
8） 地震のことを勉強したいとおもった 59 41
9） 学校の“ひなん訓練”をまじめにやりたい 80 20
10） みていて，たいくつした 16 84
表5．映像教材への評価：子ども；この映画（ビデオ）は，いままでg地
   農の映画（ビデオ）よりも’’よい”とおもいますか，“わるい”とお
   もいますかP 下のことばから，ひとつだけえらび，（）の中に○
   をつけてください．
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